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令和５年度 日本語日本文学会・総会 

 

日付：令和 5年 7月 8日(土) 

 

場所：中ホール 

 

時間：13：00～ (受付：12：30～) 

 

●研究発表 ※講演 60分、発表 20分、質疑応答 10分 

 

・上代の神話・伝説と蛇 

岩田芳子(本学教員) 

 

・接続助詞で終わる言い差しの研究 

肖婉萍(本学大学院生) 

休憩(10分) 

 

・日中複合動詞の対照について 

張暁琳(本学大学院生) 

 

・芥川龍之介の作品からみる恥の意識―「藪の中」を中心に― 

邱勝男(本学大学院生) 

 

・中国人日本語学習者の動機づけの変化とその実態―量的と質的調査― 

銭暁靓(本学大学院生) 

 

●閉会の辞 

休憩(15分) 

 

●日本語日本文学会総会 (16：40～) 

 

●日文学生会例会 

 

●閉会 
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令和 4 年度日本語日本文学会事業報告 

令和 5 年度日本語日本文学会事業案 

 

〈令和 4年度 事業報告〉 

令和 4年 7月 9日  日本語日本文学会・総会 

※新型コロナウイルス感染防止のため、オンラインでの開催といたしました。 

前年度の事業報告・決算報告及び今年度の事業案・予算案については、日本語日本

文学科 HPにて、報告・提案いたしました。 

  令和 4年 7月末 『国文研究』第 67号発行 

  令和 4年 10月頃 『国文研究』第 67号発送 

 

〈令和 5年度 事業案〉 

令和 5年  7月 8日  日本語日本文学会・総会 

※対面・オンライン開催といたします。 

    

   令和 5年 6月末 『国文研究』第 68号発行 

    令和 5年 8月頃 『国文研究』第 68号発送 

 

〈日本語日本文学会役員〉 

 

 令和 4 年度 令和 5 年度 

庶務 亀井梓，張帆 徳久桃花 

会計 邱勝男，張暁琳，中村莉子， 

吉本みほ  

邱勝男，張暁琳、吉本みほ、 

厳瑋辰 

編集 肖婉萍,センギョウセイ 肖婉萍,センギョウセイ 

統括 松浦知世，山下大希 山下大希、中村勘太 
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令和４年度 日本語日本文学会決算報告 

〈収入〉           

 

（円） 

  予算 決算 予 算 対

比   内訳 単価 数量 小計 

前年度繰越金 180,131         180,131 0 

在学生会費※

1 

215,000 学部 1 年 4,000 49 196,000 196,000 -19,000 

学部 2～4 年 4,000 0 0 

院前期課程 1 年 2,000 0 0 

院後期課程 3,000 0 0 

卒業生会員会

費 

60,000 1 年分 2,000 18 36,000 52,000 -8000 

2 年分 4,000 1 4,000 

3 年分 6,000 2 12,000 

教職員会費※

2 

22,000 教員 2 名 2,000 2 4,000 40,000 18,000 

教員 9 名 4,000 9 36,000 

利子 0       1 1 1 

卒業生寄贈金

※3 

0   2,000 0 0 0 0 

その他 0     0 0 0 0 

合計 477,131       468,132 -8,999 

〈支出〉             （円） 

  予算 決算 予 算 対

比   内訳 単価 数量 

 

印刷代 270,000 国文研究 67 号 298.50 520 155,220  156,100 -113,900 

学会会報※4 0 0 0 

振込料金     880 

郵送費 15,000  国文研究発送※5 510 4 1,902 1,902 -13,098 

0 0 0 

0 0 0 

文具費 20,000 発送用封筒等※6 180 150 27,000 27,000 7,000 

はがき代 63 0 0 

諸雑費 10,000       391 391 -9,609 

交通費 0 学会発表者交通費     0 0 0 

懇親会招待費 0 学会発表者懇親会招待代     0 0 0 

予備費 162,131 日文院生室備品     0  0 -162,131 

合計 477,131   185,393 -291,738 
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※1 未納入者 8名（（学部 4年 1名、院前期課程１名 卒業）、院前期課程 5名、院後期 1 名）は、今年度徴収予定です。 

※2 教職員会費は令和 3 年度に徴収できなかった分と令和 4 年度分とを一緒に徴収しました。うち 2 名は令和 4 年度新

任教員のため、一年分のみ徴収しています。 

※3 卒業生寄贈金は来年度に繰り越さないよう、令和 5年 4月 1日現在振込確認済みの卒業寄贈金を含めています。 

※4 学会会報は、平成 30 年度から休刊としております。 

※5 国際郵便を 4 通郵送したため郵送費に計上しています。また、郵便局の操作により、うち 138円が免除されました。 

※6 令和 4 年度は、学会誌の発送にスマートレターを使用したため、郵送費ではなく文具費に計上しています。レター

パック（学会誌『国文研究』発送用）180 円×150 

〈繰越金〉 令和 4年度分 282,739 〈収入〉468,132 円－〈支出〉185,393 円 =〈繰越金〉282,739 円 

令和５年度 日本語日本文学会予算案 

〈収入〉   （円） 

  予算 備考 

前年度繰越金 282,739   

在学生会費 207,000 

学部 1年 4,000円×47 名 

前期課程 1年 2,000円×3名 

（入学時予定在学年数一括請求） 

前期課程   2,000円× 5 名  

後期課程   3,000円× 1 名  

（在学生未納入者）  

卒業生会員会費 60,000 2,000円×30 名 

教職員会費 22,000 令和 5 年度分 教員 2,000 円×11 名 

合計 571,739   

〈支出〉   （円） 

  予算 備考 

学会誌印刷代 270,000   

郵送費 15,000   

文具費 20,000   

諸雑費 10,000   

交通費 0 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、懇親会を中止としたため。 

懇親会招待費 0 

予備費 282,739 コピーカード代等 

合計 597,739   

 






